

























































































































































































































































Ionized drug = Na2S
   anion=HS－
   cation=Na＋
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に高濃度の硫化水素の投与が必要になると考えら
れ、副作用が懸念される。今後、代謝を抑制する
メカニズムが明確になり、より副作用の少ない薬
物がデザインされることを期待する。
6. 結論
本稿で提案した医療機器“冬眠パッチ”により、
我々は代謝を自在にコントロールできるようにな
り、長期宇宙滞在が可能になると期待される。ま
た、本システムを地球上で活用すれば、現在は不
治の病とされる患者に対して将来の医学を提供す
ることが可能となり、より多くの患者を助けられ
るかもしれない。
また、今回は硫化ナトリウムに焦点を当てたが、
冬眠特異的タンパク質（HP）など人工冬眠に必要
な分子的メカニズムが解明されることで、全人類
の長寿の実現や生活習慣病の治療、臓器保護方法
に大きな進歩がもたらされることを切に期待する。
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